
HCVの檀製に必須な¶主因子として、  0  24  0  0  35  19  3  0  0   ／くイオテクノロジーに  18  18  政策創薬  松浦 書治  HCVの感染・複製に朋与する樗主因子  本研属で得られた成集を暮に、今後は                          よるワクチンの創製と  の解析で、CD81以外の受容体候補分子  FKBP8とHsp90を間定したが、この成井  
改良捜牒の開発  としてFGFR5を、また、複製に必譲な樗  は舶日新聞で紹介された。   

王田子として、VAP－8．FKBP8および  
H叩90を間定できた意義は大きい。これ  
らの因子を標的とした抗HCV藁の開発も  
可能と思われる。   

0  38  0  3  56  柑  0  0  0   
可溶性ウイルス受容 体事を利用した仇ウイ  トロウイルスの受容体輪台阻止によるウ  
ルス刑の開発lこ闇す  イルス感染防御機構に間する美醜的な  
る研究   研究が行われた。本研究では、可湾性  

受容体、受容体緒合性量白書を利用し  
た抗ウイルス刑開発の新たな方向が示  
され、斬新な抗ウイルス戦略の一手段と  
して今後の研究が期待される，   

ワクチン劉生の斬丁ク  1¢  18  政策劇薬  小▲棚人  不語化・∨しP両WNワクチンとも暖染防  本研究書集は臨床研究をカバーしない  
ノロジーと新規ワクチ  総合研究  

特許出井・暮暮線横中 特♯2005－  0  ■  0  0  2  山  2  0  0  
榊lこ■効な中和抗体を誘導した。別途  

ンの開発  
26柑66ニリンパ球・血坤系細鴨へ遺伝子  

開発可能な暮盤の♯≠を充丁し」諷集  導入するためのプロモーターおよびその  
は蘭書免震準繍中である。新JEVLPワ  利用方法。特■2002－2295叩＝日本脳  
クテンの／くイオ医薬品田隋暮準で間糧  炎抗贋及びその製造方法   
の8VDV檎出法、JEV／WNV鑑別法を確  
止した。－■安全な斬JEワクチン早期帥  
集の強い社会的雷紳に応えられよう。  
独自の新規プロモーターを見出した。  
CMVプロモーター犠静穐に拘★されすに  
事3世代ワクチンへ活用できる。   

脂丁輸送を制掬する  16  18  政策劃薬  t上 知子  HDL欠積痘の原匿遺伝子として近年t  HDし上昇藁は、スタテンでは完全に解決  近年、暮t¶の急激な文化や運動tの  HDし上鼻薬の候補集九についての成集  0  28  0  u  25  口  0  ○  0   
生活習慣ホ予防薬間    総合研究  いだされた入日CAlや積似のABCATにつ  できない忠勤脈疾患のリスク低減の手  低下から生活書≠■が急増し、その対  は．平成16年10月に共同通惜より記事   
発のための暮礎的研  いて機能や遺伝子発現の制御機札細  段として期待されている。当研究は、  策は急務である。本研究では、メタポリッ  としてモ憺された。また平成用・17年の2   
究  池内コレステロールヰ送システム  HDし上鼻羊創製につながる多くの知見を  クシンドロームのリスクである低HDL血  度にわたり日本薬事裁年会において－  

CJPP、また棟内受容体FXRを制御する  得るとともに、臨床上繁用されている抗  症、肥満、書爬ホの改書lこⅡ樟つながる  般♯遭■開向けハイライト▲の漬欄ト  
脂■メディエーターなどを発見し、胆汁酸  知九を得ており、飽食の時代のなかホ  
代謝剛凱こよる肥満・糠床病の改暮作  齢化を迎える日本において、本研究の  
用を1いだすなど、学術的書徽の書い  社会的鷺●は大きい。   
斬知見を数多く得た。これらの成井は」．  
Bi0l．Chom．■の一流紙に掲♯された。   

される。  
桟酸封入ナノカフセル  16  18  政策創薬  見；：l ■  ノロウイルスは遺伝筆的に大きく二つの  ノロウイルスはいまだに1糧のための細  平成18年9月11日に開催された食品安  本研究班での研究結集に墓つき、rノロ  ノロウイルスGll／4がわが社における象  0  30  0  0  21  8  0  口  0   

によるウイルスさl暮  総合研究  グループ、遺伝子群Ⅰと1いこ分類され、さ  地場暮系も舞♯動物系もないウイルス  金手■食、憮生物（第18匡】いウイルス  ウイルスに関するQ＆A（t終改定二平成  性■鳩炎大流行の主霊な遺伝子型であ   
藁、抗ウイルス藁の創  らにそれぞれが15と18の遺伝子型を糟  であることから薬剤の不語化条件や効  （第11回）合同■門別董会において、力  19年3月7日）」の改定において情報を  ることを明らかにした。ターゲットをGII／4   
藁に関する研究  つ極めて多様な集団として伝播を檎り返  集を騨価する方法が限られている，本研  キを主とする二枚貝中のノロウイルス貪  提供した。   に絞ったil事藁、迅速診断試薬の蘭  

していることが明らかになっている。本研  集、およぴワクチン開発が必積である。   
究での成果を書め、これまでに2a穐、柑  
遺伝子型のノロウイルス樺組換え粒子  
（∨」P）を作出し、それらの書力価血清と  
の文集血清反応から各々のVLPの抗原  
性を明らかにした。また、VLPの大tせ  
暮と打製法、それを用いた轟力価血清  
作製法を確立した。   

＄iRNA発現ライフラ  0  4  0  0  5  4  0  0  0   

リーによる新興・再興  総合研究   3iRNA帖r■けの研究では実験系に間欄  
感染症の原巴ウイル  点が多く、ウイルスの増殖や細胞死に聞  
スの複製に必漬な遺  与する＄iRNAを特定することはできな  
信子の検索および劃  かったが、レンチウイルスベクターに改  
築への応用   よ挫ワクチニアウイルスによる相場変性  

効よを在廷できることが明らかとなり、そ  
の効暮のある8iRNAの鋏欄を得ることが  
できた。SARSウイルス感染細胞内での  
シグナル伝逮経路を解明し、酉ナイルウ  
イルスのベクターである蚊のJNKの  
siRNAの効率的傭人法により幼虫の脱  
皮遺筆lを阻書することができた。   
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血管新生の制御lこよ  0  18  0  0    2  0  0  0   

る止血系疾患治瘍薬  総合研究   新生を促進することが示されたことから、  
の開発に闇する基礎  TMは虚血性疾患の治積年として事壬で  
的研究   あることが明らかになった．TMによる炎  

症およぴDICを抑制の作用機構の一軸  
が明らかになったことはt暮潔い。本研  
究において肝細胞の増殖刺激により血  
管新生の促進因子の発現あるいは活性  
が増加することを明らかにした。この緒  
兼は、肝再生に伴う積洞内皮lこおける  
血t新生は、肝細胞からパラクラインに  
作用することにより促遺されることを示唆  
するもので書■深い。   

天然抗酸化刑を利用  18  18  政策劃薬  許伸：潔  天然抗酸化物井として代表的なカテキン  脂肪細胞に対する天然抗酸化刑の作用  2006年6月に医療制度改手法稟が成立  稚茶成分のカテキンおよぴt萄の果皮  四民の電贋■逢を図るには予防匿攣の  0  4  0  0  1Z  ロ  0  0  8   
した劇薬化学  総合研究  とレスベラトロールについて、これらの椚  ニー目し、肥濱の進行ひいては生活響  し、2008年から40■から74■の鴎民に  こ含まれているレスベラトロールについ  椎遺が急務の闊櫨であり、その為には  

遣を創薬テンプレートとした予防鞠rの  慣ホへの移行を抑制する食品業材開発  対する生活甘≠ホ健診・侵せ紬礪の■  て安全性絆価を行った緒集、カテキンは  食生活を中心とした生活甘慣の改書とと  
開発を行い、平面型カテキン誘導体とレ  およぴ、天然抗酸化物∫を劃薬テンプ  掛ヒが確実となった。これに伴い、メタポ  既に動物稟牧で古事1f策取によるDNA  もに、近年話虹となっている醜†ヒ性t品  
スベラトロールのメチル誘導体を新規に  レートとしたサれた抗酸化物■の開発を  リッウシンドロームの予防書を目的とした  陣書が嶋告されているが、針臥ある条  成分の摂取についてもー効性と安全性  
合成した。平面型カテキン誘導体は強力  撮みた．肥満の賞を騨価できる新たなモ  保健機能成分が積棲的に開発されるこ  件下では活性酸素を発生することを明ら  こついて十分な騨価を行った上で推進  
な抗酸化能を示し、癌相場に対してアポ  ニタリング方法やlTを駆使した生活糟欄  とが予測される。本研究では保儀機能成  かにした。また、レスベラトロールは染色  することが必賽である。本研究では、さら  
トーシスを誘導した。レスベラトロールの  法を通じて、す後これらを組み合わせる  分の安全性・騨価に間する行政対応の  体1★を騎乗することを明らかにした。  こ医療の現1においても積極的な利用  
メチル誘導体は強力な抗酸化絶とともに  ことにより、新たなる匿■産♯の構築と  観点から、天然抗酸化物井の遭定、責  これらの結集は生活習慣ホの予防効果  が可能な予防物干の卿l藁について検討  
レスベラトロールにみられる遺伝暮性が  少子高齢化に向けた四民のQOし向上な  滞積保、製遭方法並びに騨価方法（機  ≠合されている機能性食品成分の安全  を行い、カテキンおよぴレスベラトロール  
大きく軽減していることがわかった。  らぴに筐ホ書の削減をめざした予防匿  

掌の実現が期待される。   ついて検肘を行った。   酸化物rを開発した。   

幹絹他事を用いた絹  16  】8  政策創薬  土1 利5エ  EGF放出コンタクトレンズ開発．FISH技  ＃形性関節症マーカーを開発し、早期鯵  心筋■生細胞シートは、次せ代匿＃機  平成1丁年度からスタートした次世代医療  ModicalAcad●myNow8（2件）：2007．l．11、  4  72  43  ロ  108  22  12  0  0   
地場ヰ医療職誰の蘭    総合研究  術幹締胞染色体■欄用引刑腋準化。  断ができれば．早期に欺サー生治■を  鶴事業の■生医療分野の対暮医療職  機讐事業の一つに 書生医積分野が遭  暮先用研究を先匠りして絆せ指揮・G」   
発と肝価技術の丑年  hMSC細胞毛化に伴う増糧抑制とFGF－  行なうことが可能となり、治★効1が上  撫に遭ばれた。平成17年鷹報告書、平  まれた。厚生労働省匿♯機♯暮王t理  を樹立，之006．l．21次せ代匿覆儀♯研究   
化  2老化抑制し増殖回復磯ホ明示パ次元  がる。サ＃生について、■劾性の定量的  成柑年度甘告1にガイドラインのための  圭および医薬品層■橿拳総合機構と遽  開発を製品へと引き上げる。バイオテク  

培養物MTT試薬限界。三次元非破壌的  臨床騨価法を開発した。スキヤホールド  騨価指標（集）を作成した。この研究で．  桝しつつ、事壬WGの事株爬を担ってい  ノロジージャーナ：2007．3－4．スペシャル  
脂肪分化測定可。帥発場体はミニブタキ  こ細他が存在、非存在の場合での書勤  締られた成果事を暮に、書■生、軟サ■  る。次せ代聖書生匿■晶雷壬の迅速化  対談「日本の匹♯儀撫の研究蘭発と刑  
生軟書成績良好、MRI非優＃的■生軟  †生効具を走t的に比較することが可能と  生、角膜■生、歯槽サ■生、歯周組織  のための絆価柏橿作成により、治療が  魔の動向」．日経バイオテク2007－4．7．ビ  
す診断開発、た形性間節症マーカー開  なり、サー生の正確な臨床騨価が可能と  ■生の事董に必賽なガイドライン（辛）を  必事な鳥看欄に優れた再生油♯の実現  ジネスレビュー「l平一面技術の開発や規僻  
尭。再生t製品フローサイトメトリー騨価  なった。心筋書生において、スタート曙  作成中である．   が可能となる。■生医療品の産稟化もす  景正しが本楕化一案用化に向けて動き  
系開発，HAP－00”甘分化龍上昇椚処理  ま、小動鞠★験であったが∴犬、ブタと大  すむ。騨価沖積実は、縫済度菓省の蚤  出す再生医療JN■urO（200‖．27）．NitUr8  
浅間舞、飲幕天コロニー法標準化、移櫨  型動物賽職を成功させ、3年日に、ヒトで  ■機♯開発ガイドライン検村会（開発  虎ほ＆○∨Ont8r医薬品や医療≠器の臨  

したt格筋栂池4it間存在可。t再生  WG）との合間檎肘食で報告後、匿ホ品  
画像騨価は、遺影MRlとSPECTが有用。   医療≠糟総合職欄での事汁とパブコメ  

後、厚生労働省の部会へ覿告し、重量   

新しい膵簡技術を用  16  18  政策創藁  ⊥：＝ ≡丁  超高圧処理を用いた脱細他化法につい  趨ホ圧の滅菌の効果の応用として、絶  四碍的な連係の元に脱細胞繊★の安全  本研項の成1虐■に、分捜研究書の幕  ZOO4年12月28日の日経産業新聞1面の  0  18  ロ  ■  99  23  8  0  ■   
いた■生医療用生物  総合研究  て最適化条件を見いだし、循環器系租  織／くンクに保存されているホモグラフト  性騨価のためのガイドライン作成につい  里が科学技術鞭興研壬■による■生匿  特集「側道主義エー超テク皿への遭・第   
由来素材の開業  ♯以外の租櫓への応用の可能性を聞い  組織の滅菌法としての応用を檎附してい  

る。   L8●d8大掌Ⅰ明h8m教攫を舞えている。  トに●加している。   俊哉が紹介された。   
医療用組織体のM製法をⅦ発し、絆価  
を行った。さらに生体適合性高分子によ  
る生体細欄の捧蘭法について検討し、  
新しい反応法を攫事した．  

1長積ES細胞の書  l¢  柑  政策創薬  濃尾 明  カニクイザルES細胞を用いて、■血州・  1畏糟のES細胞での成稟であり、ヒトで  動物成分を排除した暮轟郷ES帖胸の埠  ヒトES細相の応用研究も開始され、ES  ヒトES細聴任用の大臣稚紛二際しては  0  0  0  0  6  2  山  0  0   
フィーダー、■血清増  ホフィーダー・｛サイトカイン環境におい  

暮を用いた新しい兼分  て長期間の安慶した未分化維持増村増  の1体的な遺層がみられた。   

化繊持場積増書法と  養を達成したことは、世界的にも爛がな  
血液細職分化制御系  い画期的な成集である。また、そのよう  
の開発  な未分化サルES細胞を用いて、■  

フィーダーで血液欄他とさらに好中球を  
轟効率で分化臍導できたことも、せ界に  
先駆けての画期的な成果である。以上  
の工事な成1は、カニクイザルES細胞  
に止まらす、ヒトES細胞にも応用されて  
」仇椚に成功している。   

29   



横罫持場患者の小腸  柑  本研究によって確立されたタクロリムス  主任新訂替I乞 t－が平成柑年度藁  ○  u  2  ■  28  5  0  0  0   
及び肝鳩牡を用いた  総合研究  ポータMPRl（P－♯タン／くクf）が、タク  の肝移檀Ⅱ彼の投与設計法を進めるこ  
遺伝子機能解析に暮  ロリムスの吸収障壁として機能している  とによって、25、超であった急性拒絶反  
づくテーラーメイド免疫  ことがヒト絶托を用いた檎肘により明ら  応を8ヽにまで低減することができ、多くの  
抑制療法の確立に関  かにすることができた。また、薬物代謝  
する研究  

七肴について術後t理の安全性確保、  
酵素CYP8A5の－4暮多型（■3）によっ  qoLの向上、在隕日数の矩稲化による  
て、術後のタクロリムス体内動蝕が変動  匿櫻tの簡約に加えて．t絶的な生体  
すること、CYP3A引ま移檀肝のみならず  肝移檀治膚の成輝向上に役立つと考え  
愚書白身の小脾lこおいても工事な役割  る。   
を示すことを初めて明らかにすることが  
できた。さらに、母集団＃物勤Ⅷ学的解  
折から、これらの遺伝子什甘は肝機能  
痍董檀専に加えて書暮なパラメータであ  
ることも稟征した。  

16   
た■生匿ホの早期稟  総合研究  への細胞樽穫、細胞旛書性騨価、細胞 のラベリングの多角的な手法用いて 
現化を目指す書効性、   を、   
安全性の機旺ソス丁  ス   
ムの確立  テムをホ♯できた。  t斗の標準化を周った。   きた。   ての取材を受け、放映された。   

16  18   体九≠（MN）、遺伝子突然変■（TIOのマ   
ション  ルチエンドポイントから遺伝暮性拭♯で  とよく相関する。本試験は、Wモiかtof  

、、、   
い。  て 同研通じて本       だけでなく、その事性プロファイルから暮  伝書性試験として、匿薬品の開発にT  め、その改打が求められている。本杖麟  本ヒト型駄農法を遺伝暮性試験法とし  F♯浅を四内外にt及することができ  
た。       性メカニズムを知ることができるため竿  職できることが期待できる。また、ヒト型  方法は、エームス賦職、発がん性肘牡と  て、医薬品、土品添加物よ薬事の合成  
術的価Ⅷはーい。また、遺伝子発現解  賦職はリスクペースで安全性を騨価する  の幕し＼相関性を示すことからあらたなガ  化事物rや、▲品専の安全性試験に遺  
析、突然変れ体の遺伝子解析似も応用  
することができ、遺伝霊性、DNA修復研  る。   により厚生行政に大きくT粧することが  
究事の研究ツールとしての利用価値も  できる．   
高い。   

18  18   特記なし   特肥なし   t26    ○  18    3    0   
組込型繊他チップとナ  元／くイオリアクターで肝産生雇白・薬物  

ノセニ・サーによる新薬  代納能を測定abリminや抗凛固因子の  
蘭先における薬物勤  確哩。P450分子檀のmRNA発現暮、遭  
態－■†tを絆価する斬  伝子舞現に関する肝転写因子のmRNA  
規バT寸センサーの聞  発現■上井を確旺．アミノ畿け送特性の  
発  機肘し肝綿地盤新規アミノ酸トランス  

ポーターuT3が、増養細胞FLGヰの主事  
アミノ酸トランスポーターであると確認で  
きた．高機能俣簿細胞株特憺に蕎鷹な代  
餅機構を旺明し劇薬研究にも利用価Ⅷ  
が古いシステムである。抗HCV藁の薬物  
評価に遷したRF8／HCV稟職系の確認を  
した，   

特†己すべきこと★し   以下の特許出岬した【発明の名称】■  22  3丁  0  0  4  ロ  山  0  0   
ケミカルゲノミクスによ  18  18  政策劃薬   西尾 和人  1．クモキシフェン誘導体、5FUt持場体、  洲ヒ響Ⅶ壌の躍床賦職での臨床榛傭を  特配すべきこと九し  癌ホ発現遺伝子特定による■癌診断お  
な主暮抗癌刑の藁勤  ンドとして固定化した。2．▼癌のフツ化ビ  よび劃ホヘの利用【出＃書号】樽斗2008  
暮職分子の探索と彙  リミジン感受性眉手並びに書書事暮規  －300057【出■白】平成柑年】1月10日  
見された分子を＃的と  定匝子を予測するモデルを構築した。治  また、下記の特許出鼻を予定している。  
する次世代抗癌剤の  ヰ積的分子に関しては、特脾出■し治  【無明の名称】フツ化ビリミジン系抗覆性  
開発  ホ応用への研究の段厳に入った。L血  障瘍茶の薬効関連分子としてのピルビ  

清のプロテオーム解析により、5FUの折  ン酸キナーゼMl／M2【出＃日】未定   
たな■的、薬効関連分子として、ピルビ  
ン酸キナーゼMl／M2を同定した。  
ヰ．FdUMP、dUMPの新規格合タンパク■  
としてPKM2を同定し、dUMPのPKM2姐  
書活性を明らかにした。   おけるファーマコケノミクス研究の方向  

性を示す成果である。  
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外科手術精出ヒト紹It  川  柑  政策劇薬  大野 ホ雄  大事事の椚陳との■溝により多くの日本  痍聴聞連因子の間定は今後の治優に書  中∬からのヒト紹鞭入手の法的間棚を  研究成果を茅とめ、“掃出ヒト用★．細推  2  I5  □  0  22  8  0  0  0   
を用いたオーダーメー    総合研究  人ヒト櫨杜を入手し、疾患と各檀バラメー  用と思われる。薬物動態関連杖職法の  明らかにし、■の研究機闇が中電との遭  を用いた非臨床研究”（大野華雑事縞）   
ド医療の研究と】1伝多  タの集積との関係を明らかにできた。3  バリデーションによるそれらの惰性の明  法な取引を行ったことは．平静間糧発生  としてエル．アイ．シー牡（文京）より出   
型を鶉慮したヒト肝欄  檀の薬物代謝酵素誘導能試験系の岬  を未然に防止したことになる¢   版した（2帥5）また、主任研究書である  
他の代納研究への応  失を明らかにした。斬積の彿導能騨価系  大野♯雄は日本租楕移穐学会より依蹟  
用に閲する研究  や代謝騨価のための新規試験法を蘭尭  され、学術年会でりヒト租杜を用いた薬物  

した。良Xな肝細胞を大量に縛られると  動態研究′1こついて招待講漬を行った  
期待した中電からのと卜組織人事につい  （2008．8．28） 

ては、法的な間tlから、実現出来なかっ  
た。   

1）日本緒清新l¶2008年5月1日におし＼  0  15  ロ  0  2〇  8  2  0  l   機能性精神疾患のハ  16  18  政策11】薬  功刀 活  5万8NPsによる統合失鯛痘のゲノムワ  BDNF、DISCl、PACÅP、AしK、VMATl、  事研究はガイドライン事の開発とⅡ樟側                        イスループットSNP8解    総合研究   イドな間違解析のデータベースを構築し  G入日RAl、5HTR7などの遺伝子多型と胃  遺する研究ではなく、より暮ヰ的な研究  て、r心の優々 遺伝子で解明」という見   
折と機能解析による劃  た。これはリスク遺伝子を見出すための  出しで大きく取り上げられた。2）「千1ラ  
薬I■的分子の解明  暮盤的知見として学術的価≠が非常l＝  イフサイエンスセミナー」やヒューマンサ  

書い。候補遺伝子研究により、精神疾患  イエンス撫興財団主催の「暮礎研究講習  
と闇斗を示す遺伝子を新たに複数間定  会」などにおける桝漬・瞥t活動を行つ  
した。リスクi■伝子であるBDNF、D】SCl、  た。3）ホームページの作成による研究  
PAC∧Pの機能を解明した。以上の成果  成果の公開を行った。4）特許取得1件、  
はMQ［Psychjatry，HurtlMoIGenetなどの  出＃1件。   
一流書門駿に縄tされ、日本生物学的  
精神医学会、日本神経科事会、日本疇  
神榊軽学会などの竿会でシンポジウム  
に取り上げられている。   

IT技術を用いた低コス つ  4  0  0  0  1¢  2    0  0   
トか芯晶井な大規模  モデルとして、t子的データ収集・管理  
臨床拭♯実施暮盤の  技術を利用した合理的なデータマネジメ  
構築   ント体制を構築した。とりわけ、本研究で  

蟄傭したデータ間い合わせメール配Ⅷシ  
ステムは、データベース内に暮積した不  
適切データに関するセントラルモニダノン  
グを自動的に行うものである。このような  
データマネジメント体制をとることで、多  
施設共同韓床拭麟の効率化と自動化が  
加速する可能性がある。  

熱帯痍・零生虫痘に対  t6  柑  政策書げ薬  名和 行文  本研究班は■入鞘事柄や薔生虫症など  本研究班が檜入・偉tしている抗マラリ  本研究班が刊行している「亭主虫痘薬物  本研究は柑80年の幣書贋冶＃薬研究  2005年2月に医療徒事書向け研鯵会  2  u  45  u  48  8  ■  山  4   

する稀少疾病治オ薬  総合研究  稀少疾ホの治療に必豪な田内凛承世襲  ア薬で毎年約60名程度の輸入マラリア  療法の手引き」はⅣ内の柵準的マニュア  班を母体として連綿と縦横している事集  「ll入感染症・亭主虫症鯵覆の■椚織」   
の輸入・保t・治療体  こついて、匹内でのt書先生動向や鶏  症例に対応しており、特に1虚熱帯熱マ  ルとして臨床現場でま用されており、  であり、これまでに導入した乗車駿稀少  を、2弼8年2月）に間じく凰療従事書向け   
削の開発研究  外慣嶋に暮づいて輸入・保t・治療対応  ラリア1看の救禽にt♯している。また  WE8版は日本薔生虫肇会、日本熱＃匿  疾ホ治儀典のうち8品目の保険適応、藁  研修会「匿＊従事書に必事な零生虫痘・  

を行うための組け構築を目的としてい  近年嶋加している赤■アメーバ症につい  攣会、日本旅行医事食、日本せ染虚牛  価収tに↑離した」瓢研究Ⅵの事業期  輸入感染症の知撫」を開催した。また、  
る。そのため、いわゆるIFの高い∬雷は  て、矧こ1症例へのフラジール点滴異に  会、日本柵電撃会などのホームページ  肌こ新たに承匪された薬剤はないが、  200丁年1月には研究成集書暮及警乗■  
少ないが、匿僚機事曹向けの総睨や靖  より、これまでに30例近くに治攫対応し、  からのリンクにより、多数のアクセスがあ  先に保険適応された薫線虫症治■藁イ  集としてヒューマンサイエンス攫興財団  
集記事などを多数執事し、薬物療法の  救命、寛治の成果をあげている。これま  る。代表研究書名和行文は薬事・士晶  ベルメクテンに対し、2008年○月に所■  主催市民公開講座「海外凛航での感染       手引き刊行するなど 

を、臨床現場のレベ  でに20例の肝蛭症について診断・治膚  衛生暮雑食■門■として指名を受けて  こ対する遇応が追加承認された。また、  症のリスクに傭えるには？」を開催した。  
ルアップに天職している。   対応している。クリフトスポリジウム症、  旧兼用いられた耶作用の強い日本住血  

リーシュマニア症、トリパノソーマ症な  吸虫治療薬スチブナールについて、メー  
ど、極めて希書な疾患への治薇対応も  カーに協力して薬価lり陰にT粧した。   

行った。   

ヒト胎璽組織を用いた  18  凹  政策創薬  井田 正文  ヒト胎磐遍流実数法に薬物動態・動力攣  特に妊娠末期における薬物の胎児■性  之006年鷹文京大半薬学部先端馴薬科  0  u  8  0  丁  0  0  0  u   
薬物の胎児移行性及  的解析の手法を導入することで、＃物の  掌璃座セミナーコースにて製薬企業の研  
び胎児暮†生の定1的  経胎盤透過欄爛盾定暮的に絆価するこ  究書専に対して招集を講漬し、研究成果  
1平価  とを可能にするとともに、その緒集をもと  を遽元した。   

に薬抽の胎児暮性を予測する方法論を  
構築した．また、薬物の権胎盤透過■檎  
解明へのヒト胎盤絶♯の利用を確かなも  
のにした。さらに、主にアニオン性薬物  
の胎盤透過にかかわる分子生物筆的機  
構の一部を詳細に解析し、薬物の胎児  
移行メカニズムの解明に1することがで  
きた。   

再生医オを昌的とした  16  18  政策劇薬  川端 趣こ  書生磨かへの応用が期待されている王S  本研属ではマウスESⅦ席に書遷なア  独立行政法人臣薬墓盤研究所ではヒト  本研究により得られた成井はゃ後のES  2005年日本藁竿食で先妻したrES細胞  ■  巴  0  0  4  0  0  0  0  ベ  

アデノウイルスク  総合研究  細胞は遺伝子導入が困難であるため、  チノウイルスベクターを開発した。亡トヘ  ES細胞を取り敬うための所内研究愉理  細他を用いた再生直積への応用に棲め  ＝対するホ効率アデノウイルスベクター   
タ一によるES細胞へ  自由に分化岬1御できないことが間欄と  の臨床応用を考慮すると、ヒトES細胞  婁■会を既lこ4回開催しており、その中  て鶉用であると書えられ、聾氏の健鷹・  の開発」が／くイオテクノロジー・ジャ／くン   
の効串的な遺伝子導  なっている。そこで、本研究ではES網  に対する安全でかつ効率のよい遺伝子  で、本研究で柑られた知見も■鎗されて  橿址の向上にもつながると考えられる。  のホームページに掲載された（URL：   
入・発現系の開発  胞および胚葉体に対し、効率よく遺伝子  導入法を開発する必事がある。す後、本  いる。叩もなくヒトES絹地の使用■Wと  htゆノ／biotoGh∫liはoibp．coJp／bi8nOW8∩／  

ヰ入可能なアデノウイルスベクターを開  d●t且iljsp？n●wSjd＝＆id＝20029418）p   

発した。また、このベクターを用いること  
により、【S相場の分化を共闘に制御で  
きることも明らかにした。   期待される。   
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T不全の遭よ・量■蓑田  1¢  18  政策劉薬  ・l空■■・  本研究では、ヒトにおける慢性丁不全モ  これまで、Nアセテルベータグルコサミニ  甘当書し   新たに見出された藁鞭トランスポータ遭  特に■し   0  16  0    13  6  0  0  0   
子の解明と▼機能保  総合研究  デルとして5／8■楕出ラットを用い、さら  伝子については、発現系を用いることに  
憬法の開先に朋する  にVi鵬bな近吐尿綿tを＋≠した上で網  よって、薬物相互作用スクリーニング書  
研究  札的な遺伝子発現解析を壇めるという  に応用が期待される。   

書い技術を暮する檎肘を進めた。その緒  
兼、これまでwh01●kidnoyでは榛出され  
なかった近世尿細管特■的な遺伝子尭  
覆の文化を捉えることができ、その発現  
／くターンに併せて丁クラスターに壬理分  

積することができた。また、新規の藁鞠ト  
ランスポータ遺伝子を2檀■≠した。   

から明らかにするものであり、＃鞠相互  
作用の肪御事への応用が期待される。  

T011輝受琴体（TLR3）を  

介したミクログリア活  
0  4  0  0  ヰ  ○  0  0  0   

総合研究   1暮化に潔く闇与する。ミクロダリアの埠  
性化儀序の解明と秘  暮や維持における課糧（■門的な手技な   
炎治療薬開発のため  らぴによ期Ⅶの培養事）を解決するた  
のハイスループット拭  め、新たに樹立された不死化繊他株  
l彙系への応用   （MG6－1細胞）の性状解析を行った。ま  

た、MG¢－1絶憎がT01叶I受容体3（TしR3）  
リガンドに対して鋭故に応答する性∫を  
応用し、ミクログリアの活性化を多衝的  
にⅥべるための試験系を稚正した。さら  
に、抗炎症刑の■効性騨価のための蘭  
便な脳炎動物モデルを構築した。研究に  
よって得られた成よを平静的な事術書  
門静lこおいて舞泉した。   

吸血昆虫唾液腺僅層  0  4  2  0  5  ○  0  0  0   
活性物干の惰性解明  書物■や血小板凝暮阻書Ib■など、いく  
と劇薬への応用に開  つかの新規土壌活性分子の同定に成功  
する研究   した。このことにより、吸血昆虫・ダニの  

稗■な吸血機構を明らかにし、吸血とい  
う特■な食餌法の進化的生理的暮味な  
らぴに生物の多様な生き樽と適応戦略  
の一珊を示すことができた。同時に、こ  
れら新規活性分子はヒトを含む哺乳動  
物の血液や血■■の間断機構解明のた  
めの解析手段物ー（ツール）としても利  

用できる点も、Ⅶt横断的な成果であリ  
王■深いものといえる。   媒介儀れの解明やワクチン開発に向け  

た研究に繋がる可能性もある。  
アポトーシス開通分子  18  18  政策創業  大暮多 t  胎児性癌関連分子EATの儀熊をノックア  本研究によリEATが晶vivoにおいて細胞  現在のところ、ガイドライン亨の開発は尤  
∈ATの機能制御による  い。   となりうる。   ジの作成を肘圃している．   
ES細胞の増殖・分化  乗組織全てで巨人Tを欠損するマウスは、  
糟養法の開発  妊廿中期に先生の茸猛が甘められ、神  

経、Ⅶ稟にアポトーシスの増加が駆めら  
れた。亡ATが妊蠣中期胚の生存を支持  
していることが明らかとなった。一方で綿  
■の分化には明らかな影響はないと書  
えら九た∩   

向精神薬のSNP8解析  16  18  政策劃藁  積木 亮太  統合失調症とティス／くインジン遺伝  気分安定築であるリチウムの織糟♯法  会田的な共間研究絶■（気分安定藁  0  13    0  12  ヰ    0  0   

による雷勃性・安全性  子、PACAP遺伝子、ALK遺伝子、  
に闇する研究  Chim●rin2遺伝子の開1、双極性陣書と  

8CR遺伝子（精脾出■）、BDNF遺伝子と  
の開1、うつ■とp75、OM】P遺伝子、  
0IS（〕1il伝千との開運を≠告した。これ  
らの虎夫は、精神痍息の臨床遺伝学男  
野において事情椚に大変書暮深いもの  
である．今後、他の日本人のサンプルま  
たは他の人檀におけるサンプルで遺賦  
研究を行い、縮稟を確認することが1暮  
であろう。   日本における臨床美理学的檎肘が必辛  

であることが示された。   
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ヒトの薬物体内動態の  0    0  0  0  0  0  0  0   

予測向上を目指した  総合研究   いた穣一寸とインシリコでのドッキングによ  
薬物代鰍憎I集およぴ  リ化合物のタンパク緒含樽式が予測可  
薬物トランスポーター  能であることが示唆された。多檀の化合  
の臍導に関するインシ  物についてX牡輪島解析からタンパク枯  
リコ予測   合作式を予測ことは現実的ではない。  

従って、構遁の1なる多積の化合物をリ  
ガンドとするPXRについて、X綿緒■解析  
を行わすにタン／くク精舎株式を推定する  
手法を臭いだした今回の成果は竿術的  
に■益であると考えられる。   

薬剤樟虻トランスボー  椚冊薫菌の抗嘉菌藁耐†生の膚函である  5  0  0      0  0  0   

クーの暮丁輸送メカニ  稟刑排出ポンプ、A【！Cタン／くクーの出芽  

ズムに闇する研究   酵母発現系を構築し、墓賞駈憮の分子  
メカニズムを明らかにした。分泌小池を  
雷積するような酵母株を作製し、出芽酵  
母上にA8Cタン／くクーを大暮発現させる  
ことに成功した．また、暮■情■性の■  
なるふたつのA8Cタン′くク賞のドメイン  

交換解析を行い、暮井陸撫に棟数のドメ  
インの組み合わせが間与していることを  
明らかにした。本研究成果はA日Cタンパ  
ク賞のより騨綿な分子メカニズムの解明  
に大きく貢≠するものと期待できる。  

しEEi■伝子群非欄膚  なし   なし   0  15  6  0  0  0   

型牌t出血性大腸菌  で、かつ強軋こ掩雷する一群の」E【遺伝  
の疫学マーカーおよぴ  子群非保有聖欄書出血性大場菌が保  
新規治療薬の楕的と  雷する新規降着因子を遺伝寧的手法に  
なるホ贋性il伝子に  よって同定したところ、大脾薗の免疫グ  
関する基礎的研究   ロブリン結合蛋白r（E．GDli  て宿主細胞へ櫻井している可能性が示  

immuno山obulinbindiniPrOtOinこEib）と高  
い相間性を示した。Eib（〕を発現するプラ  

スミドで形干拓捜した大場青果職重機牒  
HEp－2欄他へ精微的かつ強面に掩雷  
可能となることから、Eib（iは1■G縮合性の  

糟書因子として≠能していると緒輪され  
た。   持される。   

遺伝子繹l附こよる鞘  0  3      22    0  0  0   

状細胞の機構劇化に  総合研究   池（DC）を『natur●’sa咄uv8nt』として用い  

1づいた新規癌免疫  る癌免疫■法が活発lこ研究されており、  
書法の開発   相場医薬として投与されるDCの腫瘍免  

疫桝導能を七大限に発揮させる方法論  
の確立が望まれている。本研究では、  
RGDファイバーミュータントアデノウイル  
スペクター（AdRGD）を活用した遺伝子♯  
飾によるDCへの機能付与が、DC癌免疫  
環法の雷効性虻暮に繋がるDC医薬の  
創製に非♯に書用なアプローチであるこ  
とを実証した。   るものと書える。  

PET捜査を用いた癌二  16  18  政策劃薬  小島 伸介  P【T檎鯵の診断アルゴリズムの詳細な  PET捜鯵により、がんの統計に示される  特促すべき事項なし。   PET検査における米四大掌紋射線画像  特記すべき事項なし。   0  0  0  0  0  3  0  0  0   

次予防の診断アルゴ  総合研究  検肘と比やのためには、受診書の最期  ネットワーク（Am●ri¢抑Co”01●Of  

リズムの開発、PET檎  にわたる詳細な転帰研壬（癌の確定鯵  R■di01叩yIm岬nlNetwork：ACRIN）の  

鯵施設間のネットワー  断・治療腹・予後の調董）が不可欠であ  ようなネットワークの構築と多施鮫共慣  
ク構築および死亡率  ることが分かった。   特書庫、PET暮独での感度・特■廣を示  の蘭像診断研究グループを形成するた  
低下の榛旺研究  すことができた。  めの暮盤の形成を行うことができた。   

網羅的il伝子破壌に  1¢  18  政策創薬  穐山 性  爛周り■角の遺伝子解析を行うための  カンジダ症を含む深在性暮雷症は、日  現在のところ、行っていなし＼。   高齢化社会において感染症の叩加が見  現在のところ、矧こない。   0    0  0    0  0  0  0   

よる暮菌症ホ慣性発  総合研究  ツールは、本研究以前では非竹に少な  込まれる近年において、治膚薬・治橿方  
現の分子亜種の解明  かった。本研究による分子生物事的ツー  法の遭択帽を広め、多刑耐性井菌の増  
と新規抗大電刑開発  ルや遺伝子破壌法の開発により、椚膚  加を抑制するとともに、書齢曹の健■を  
への応用に関する研  真膏のポストゲノム解析に大きく零与で  維持していくことに貫♯することが期待さ  
究  きている。また．プロテインキナーゼを中  れる。また、医礪の高度化に伴って今後  

心とした網羅的遺伝子破壌の結集は、力  陣器移抽が増加すると見込居れるが、  
ンジグの蠣慣性を解明するための必畢  移椰後の感染症コントロールにも新規抗  
なデータとして、今後の研究に大いに役  嘉薗刑の開発研究が必羊不可欠であ  
立つ。さらにその綿集の一部は、多数の  り、四民の医療と健■の向上に井麒でき  
傭響論文として尭♯され、■闇暮薗の研  る。   
究の発tに大きく大群している。   
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エイズにⅦ1する日和  18  18  政策劇薬  P¶ ・  本研究はクリフトスポリジウム・赤痢ア  エイズに伴う庸虫性噌農症はいすれも  本研究は藁刑開発研究であり、Ⅱ稚ガ  エイズに伴う感染症だけでなく」■虫惟  本研餞は本邦初の日和九蘭虫性感染  4  4丁  2  0  0  33  ■  0  0   
九蘭虫感染症に対す  総合研究  メーバ・トキソプラズマの新規卿l藁を目  札治で事物な治療法がないか、あっても  イドライン■の策定を邑的とするもので  憾染麿の側圧に係る可内の劇薬研究は  症に対する■体的㊦l薬研究であり、本   
る新規制藁に間する  指し、その欄的酵素の楕逢解明から、  その効兼は極めて限定されているため、  まなかった。しかし、本威儀の実現によ  少なく、本研究成集により人体的劇薬研  研究成1により創出された新規化学ホ   
研究  リード化合触の構逢着性格闇の穐立と  新規薬剤の開発が危急に必事とされて  り、多刑併用膚闇に■ら依存した現在の  究がよ開された書義は極めて高い」■  法刑の臨床応欄への遭が開かれれば、  

いった暮手な攣構的成兼を遮成した。王  いる。本研究成果により創出された新規  エイズ日和1鷹欄症の治ヰのガイドライ  生労働省が電内の珊虫症劇薬研究を檀  瓜内初の抗贋虫藁刑の賽用化と呼ぶこ  
に、化攣合成による薬剤誘導体化と勤  化合物を軸繊に．今後の非臨床・臨床賦  ンが丸正され、今後のHtVの多刑耐性の  勤したというー実は、今後WHO、ゲイツ  とができる。冊虫・書生虫症にとどまら  
物試験零の応用・開発研究により、これ  職を桂て新しい治療＃・予防薬が生まれ  出現・拡大に伴う冶■困難症例l＝対する  財団など外部儀開儀への援助の事什の  す，国内外の他の感染症研究全般に対  
ら日和見曙虫性憑染症、矧こ椚2書に対  
する新規劇薬の菓現に止結する1体的  熱される。   
な成果を得た。   AIDSによる致死寧を濾少させるのに1  

事な井欺をするものと思われる。   

HIV－1ディフェンスワ  16  18  政策馴薬  ：‥  HⅣ一Icor●C叩tOrであるケモカインレセ  工員輯を用いた椚臨床医験になるため、  日本生化学会2008年廣」即l文賞を受  山  8  0  0  6  □  2  8  0   
クテンの創＃・開発研  ブターの特殊構造UPAをペプチドワクチ  貫。日本薬事食2007年廣∨0l▲43最前線  
究  ンとして用いることにより、ウイルス感染  にて研究内蓉が紹介されたrHIV受容体  

防御効■がみとめられた知見を■礁に  をターゲットとするHⅣ感染防御ワクチン  
し、ウイルス性抗闇【NV、および免疫活  ー飲むエイズワクチンを目指して－ム   

性化物井OpGDNAを縮合させたHⅣ－1  
ディフェンスワクチン抗∬の創製・開発の  
ための壬礁研究を行うことができた。本  
研究で、M細胞標的分子を開発できた  
点は、ワクチンにより粘膜免疫および全  
身免疫応答をの聯導すもために臨めて  
掌術的に書益であった。   

ヒト聖リンパ王将を掃  16  18  政策劇薬  清水 則夫  t斬の先便不全マウスNOGへの遭皿欄  作成したエイズモデルマウスは、エイズ  なし   なし   の平成18年1り弓20日号に  0  山  0  0  口  山  0  0  ■   
つエイズモデルマウス  細胞移橿の王手条件を見出し、移櫨マ  ヨネ椎清新叩  
の作成とその応用  ウスを安達して土期間生存させることが  歯大」「ワクチン開発に遭マウスで¢染  

可能になった。移橿マウスはHⅣ－1に感  爽秋」とのタイトルで縄職された。平成柑  
受性であり、感染後HⅣ－1に対する特  年2月3日にべルサール西新宿において  

■抗体の産生とCD一丁櫛他の縫晴的な  「造血幹媚触移杜と感染症対策二鋼帯血  
減少が確腿され、エイズモデルマウスと  移櫓・エイズ・活性化丁細胞け注ホ法を  
してエイズの発症牡序の解明やウイル  めぐって」との見で公開シンポジュームを  
スと免疫系との相互作用の研究などに  開催した（王≠：財団法人ヒューマンサイ  

使用できる。また、移橿マウスはHIVtl  エンス撫興財団）．   
以外にも勤物業♯系がない他のとトウイ  
ルスの研究に応用可能であり、ウイルス  
学の遺書に大きく薔与するものと期待さ  
れる。   

HIV－1およびインフ  18  18  政策劃藁  芯Il芳票  HlV－1Rov、花王Crmlのフローフを作  川∨－1R8Vの■熊阻丁椚をスクリーニン  HⅣ－1R●∨の書簡阻亨刑をスクリーニン  0  4  0  0  0  ○  0  0  0   
ルエンザウイルスのゲ  成し、多相場数を同時に扱えるセルソー  グする系について、憤♯発現細胞間発、  
ノムRNA核外輸送機  ターでFRETを蝉析する系を確立した。ま  融合ま白とのスペーサーを脚節するなど  
楕の解明に暮づく割藁  た慣≠活性化製鮎∩の存在によりFRET  を通じ改良を繊けている。   

徹をtめ、さらにR●Yの犠外移行阻書因  
子であるTTPlO＝こよるFRETの鷹賽を職  
零した。以上のようにR●∨の機能阻書刑  
をスクリーニング可能な系を開発した。   

ヘルペスウイルス感染  16  18  政策創業  書重 光弘  カポジ肉腫関連ヘルペスウイルス  抗KSHV弗聞！引＝おいて、潜伏懸巣に必  本研究は該当しない。   現在、臨床で広く任用されているアシク  本蹟究成兼の学会梵妻（日本薬事喧）に  

症の新規制御法の確    総合研究  （KSHV）は、エイズ発症や農♯移欄欄の  須のウイルス肇白井を樽的とした与iRNA  おいて、その集養内容がハイライト漬杜   

立と潜伏感染犠≠の  免癌機能抑制下においてカポジ内乱を  を蘭無した。この81RNAは、KSHV拡染  イルスに対して高い遭択性と抗ウイルス  として取り上けられ、慎漬ハイライト1に   

解明  起こす．現在の日本ではHⅣ¢梁書や臓  がん錮他の増稚活性を書暮に低下させ  活性を示す帆遺血障亨や神経障書書  欄tされた。書壬雅弘．中村哲也．横沢  

♯移檀書は少数だが 将来の日本で、こ  た。一方、ヌクレオシドを暮本書格とした  の劃作用も嘉する．また、これら汎用抗  美よ癌ウイルスの生き残り戦略＝僧主  

れらが深刻な問胤になるのは明白であ  新規抗ウイルス井も開発した。本化合物  ヘルペスウイルス藁はKSHVに対して全  の書白井鯵簡をウイルスが彙つ取る．日  

るこの間甥の解決策として、新規な抗  まウイルス感染稀■的にがん≠他の増  く効兼を持たない。本研究成果である折  本藁攣食★127年食 講漬ハイライト集  

KSHV藁の開発を実施し、SiRNAとヌクレ  横坑KSHV菓は、将来の日本で解決す  

オシド臍導体爛を開発に成功し、樗附ヒ  べ割引相聞である免疫不全愚考の日  
した。また、KSHV感染診断法とウイルス  稲見鴨染症に対する新規治★藁となる  
定tシステムの開発にも成功し、樽脾出  可能性を著している，   

♯も実熊した。さらに、KSHVの¢染織持  
≠構と集がん機れの一部を解明した。   

ることを旺明した．  
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DNAマイクロアレイに  17  18  政策創薬  佐靡 之■－  多発性硬化症（MS）は職叫自己抗闇反応  MSの診断は臨床蛙過・神様竿的所見・  MSの診断は取静的lこはMcDonald診断  MSの診断は鴎床織過・禅柱攣的所1・  本研項の成異に関しては零‖回日本神  5  山  0  2  田  18  u  0  u   
よる多発性硬化症の  総合研究  性丁欄憎が中枢神経系に侵入し多発性  腿青嶋濱檎壬・MR側像に益づくが、■  墓場（AnnNouro150：121．200川＝従う  脳甘髄液機雷・M印画燥に暮づくが、榊  桂免疫学会学術集会（2005年‡l岡）で覿   
迅速診断法の鞘立に  炎症性脱髄を惹起し再発を繍り返す札  ∩医でも容易ではない。MS椚平ホ態  が、日本人に多い視神経書≠型  糧ベーチェットホやシェーグレン症候群  肯し、その内容が書く騨価され、日本神   
闇する研究  ホで，診断は書「1匿でも容暴ではない；  （C】S）では早期にインターフェロン（lFN8）  MS（OSMS）では必ずしも暮準を濡たさ  など離別疾患が多く、書rl匿でも蓉覇で  維免疫ず会食よ賞を受賞した。また患  

早期治■開始のためにはMSの蕎精鷹  を投与するとMSへの移行を抑制出来  ず、診断確定は書M匿でも容易ではな  まない。本研究では臨床応用の観点か  書および書換を対■とする菓3匝多発性  
迅速診断法の闇立が必須である。2003  る。早期治■開始のためにはMSの有精  い。早期治療開始のためにはMSの嘉糟  ら末梢血を用いて臨床の現■で書門外  硬化症フォーラム匿欄川里■会・研究成果  
年にヒトゲノムが充全解膿され、遺伝子  度迅速診断法の樹立が必須である。本  廣迅速診断法の僧立が必欄である。今  の臣節でも可lヒな診断法の開発をl式み  発♯会（2006年★京）で桝漬し、患者の啓  
発現を網羅的に解析出来るDNAマイクロ  研究では臨床応用の観点から末梢血を  後、MSの診断・治櫻に蘭するガイドライ  た。正確な鯵■テと早期治環の開始は全  t活動を積樟的に行った。  
アレイはポストゲノム創薬で必凛の研究  用いて臨床の現書で書門外の医師でも  ンに取り入れられるように、本研究の  愚書の切なる希望であり、00し向上にT  
手法となった。本研究では末欄血より精  
製したホ純度丁細胞のDNAマイクロアレ  
イ解析によるMS迅速診断法の確立を目  
指しており、同相の研究は鴎内外に類を  
見ない。   

タンパクリン醇化騨栗  職当★し   鬱ほ射■し   0  2  0  0    0  0  0  0   

StKの★・相r代剛の  刑なホ職であり、その治療として、田内  
おける役割と卿l薬攫  の製薬メーカーを中心として効巣の高い  
的絆価系の開発   薬が複数開発されている。しかし、全て  

の鳥讐に書効ではないことも事実であ  
る。木研究では脂肪細胞で芯発現する  
キナーゼSIK2のノックアウトマウスの作  
成に成功した。また、SIK2肴性を阻書す  
る化合物の絨り込みにも成功した。これ  
らの虎夫はSIK2が爛代剛における新た  
な劇薬ターゲットに成りうるかを検討する  
方法として薔用である。   

動脈硬化覇王（■狭  16  18  基礎研究  …エ環 健爛  我々は独自に抗炎症が活償化動脈硬化  本研究により独自の稗肝を書する革新  執当■し   冠インターベンションに用いられているス  斬蘭■遭二7件 九州大字一研究看Ⅶ  u  45  35  3  88  26  ロ  0  0   

窄、不安定プラーク）  成果の臨  病変の革新的治療対策になることを明ら  的酋虔遺伝子■薬剤溶出ステントの開発  テントの殆どは外電製である。すなわ  ≠と教室ホームページに研究内容を公   

に対する圃期的血t  床応用稚  かにしてきた。本研究の目的は、我々独  可能性が検証できた。1憂郷を用いて  ち、動脈硬化治♯に闇する先犠匿療儀  間 http：／／hyok■，0†cよyuさhリー   

内治環システムの創  自の研究成集を踏まえて、■狭窄抑制・  得られた成果でありその臨床的暮暮は  糟は充全に外戚製品に依符している。  ∪，さCjp／8■irCh／d●bil8／KOO19TO／jnd■人山   
製一王集積モデル作  遺研究  プラーク不安定化抑制をもたらす次せ代  大きい。ナノDDSを駆使して分子欄的医  本研究により■胃競●力を持つ低優襲  tmlhtりノ／ⅣWW爪●d．kyushリー   
製から臨床応用まで  の匹慶遺伝子・薬剤港出ステントを創製  藁を勒脈硬化性病変部吐く幕狭平、心  血■内治療用デ／くイス（生休吸収性ナノ  u．acJp／c8rdiol／ 特許出＃・公蘭て7件  

しすることであった。本研究により、抗炎  筋攫暮・脳櫻暮暮任ホ変である不安定  DDSステント）剥製の基盤が出来た。こ  （うち瓜内5件、四外3件） 平成17年度  
症をもたらす生体吸収性ナノDDSステン  プラーク）に効果的に轟新進連を可能に  の成集が軍用化できれば、この分野で  大事勤輝匿柵岡県医師会長賞 平成  
トが■狭平だけでなく動脈硬化性疾患  するホ効果・低利作用の匿オ機構（生体  我が乎が印静的競◆力を発揮できるよ  18年鷹 文部科竿大臣♯彰科竿技術賞  
（急性心筋穫暮、樹櫻暮）に対する次世  うになるだけでなく、電線千の適正化、新  
代治環に成りうることが示唆された。我  産業靡J出、■用拡大などがもたらされ、  

が風発「せ界標壌」の生体寛全吸収性ナ  昨生労働科行政に対する貢献は極めて  
ノDDSステント創製の暮盤が出来たこと  大きい。   
の意義は大きい。   ある。  

WTl曝抗原ペフチド  16  18  基礎研究  杉山 治夫  HしA－A■2402河東性の9－mOr改変型  本臨床領域からWTlペプチドを用いた癌  なし   なし   1．「琉球フォーラムー自分の先便力で  0  ロ  D  0  ■  ■  0  0  0   

を用いた癌の免疫覆  成果の臨  WTlペプチドの投与により椚1樽井的細  の免疫♯法の安全虻と臨床的書効性が  がんに克つ」琉球新鴨（靭刊）11月9日．   

法の開発  床応用推  池≠書性丁細胞（CTL）が誘導され、それ  20042．「免疫力を高めてガンを撃退！  

遭研究  に伴って臨床効果が出現した。これは、  書新治オガイド」せ鷹8月号．20053 
Hしヘクラスl拘★性のペプチドの皮内投  「がんワクチン臨床研究拡大へ」翻日新  
与によリベプチド持■的CTLが誘導さ  間（夕刊）トップニュース．5月2日、2006  
れ、鴎床効果が出現するというストー  4．8Sフォーラム「がんを切らずに治すJ  
リーが正しいことがヒトで明確に示され  BS放送．10月18日．20045．「がんは  
た。手た、丑♯細胞には出現していない  どこまで治せるか」．健オフオーラム．大  

改文型WTlペプチドを投与することによ  飯．2007年3月3日   

リ、天然型WTlペプチドを発現する丑ヰ  
絹地を機械的に傭書しうることが明確に  
なった字間的意■も書い。   

再生匿環技術を応用  16  18  基礎研究  中谷 武胴  これまでに我々がオリジナルとして間莞  脱絹地化した各梱けをミニフタに間所性  脱細脚ヒ処理方法およぴその安全性欄  我が円舞の医療技術を開発することで、  下記の鞘遭攣で縮介された。フタ大動脈  0  l  10  Z  117  19  8  0  2   

したテーラーメード型  成果の臨  した超書廿水圧印加を暮盤とした処理  こt襖移稚した。肺動脈弁では、6ケ月  価の瓜静的攫準化に向けて、平内外の  将来的な■民医環十の削減に貢♯した  弁の脱細胞化に成功 ヒトへの共檀移   
代用血tりひ騰弁の臨    床応用推  方法によって、ミニブタ肺動脈弁組織お  後に積出したところ、弁機能は正≠で、  研究グループと情報交換を絨けている．  いと考えている。   檀に椚遺．日経／くイオビジネス2004年8   

床応用に闇する研究  遺研究  よび下行大動脈組織からミニブタ由来欄  月号pzl．心膿弁・血t再生動物の絶  
胞を除去した。処理した組★は、力攣特  撫活用．日本織済新聞2004年11月22  
性を書効に維持しつつ、相場成分や雑  臼p柑∴削遥主■土暮超テク乎への  
薗、ウイルス、内在性レトロウイルスが  遭．日軽産業新聞2004年12月28日pl．  

除去されていた。また、回転型絹地糟檀  趨テク程生日本の現場．日本経済新聞  
装正および循環培養蓑tを組み合わせ  社．2005年刊p155り人工心臓弁移檀先  
ることで、脱細胞化した絶織内駿面に、  の心臓と一体化．日刊工業紙間，2005年  
血t内皮絹地を播檀することができた。   9月9日号．日桂ナノテクノロジー．2005年  

9月11日号．   
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アドレノメデュリンを用  18  

いた循環糟疾患の圃  成果の臨  とメカニズムを動物実♯で明らかにし、  た。一方、臨床拭麒は急性心筋棲暮症  床はパイロット駄棋の授精であり ガイド  血性・b疾患 脳虚血疾患は♯に死因の  上げられると思われる。   
期的治療法の開発  床応用推  急性心筋攫暮書看に対する臨床研究を  

遺研究  行い、安全性と■効性を確旺した。また  にもなっている。アドレノメデュリンはこ  
アドレノメデュリンの脳攫暮治療に関す  れらの痍■の治療に■効である可能性  
る探薫的臨床研究を行い、安全性青旺  が示された。本ペプチドは日本で先見さ  
明した。情景性蘭ホ血圧鷹島看に対す  れたこともあり、8本先の新たな治療法  
るアドレノメデュリンの収入役与により、  の開発に零与できた，   
強力な肺血書拡積作用を確認した。   

18   
応用推進研究事兼の   暮秋ある研究書のtれた擾事に暮づい   
企画と絆価に開する  床応用推  て実施される研究を採択する必事があ  成果を臨床司欄で適切に応用する探薫  示した．   
研究  は★料が●肴責料として用いられ事前  ビューを行ったが必辛な修正の後に陣  

遺研究  る。特に、概●的真金削優においては、  騨価李■食の作業■捏の軽減に千♯し  
限られた研究責凛を書効活用するため、  た。   
優乗な研究の絞り込みに作♯（事前騨  

が四の厚生労≠科学の全体的鷹上けと  
発tに大きく書与するものと書える。   

価）に1点をおく必暮があり、その縮集、  
事後の研究成果を暮しく向上させること  
が期樽できる。その書囁から本研究の  
書門的・筆筒的成よは高いと考える。  

18  18   
の術後紳助化学療法   0  0  0  0  0  0   

凍であるFOLFOXとFOLFIUの書Ⅱ相旧  
に闇する研究（着手医  床区♯の真滝が可能になり、その成積  
師・協力書活用に暮す  が得られたことにより、この成1によづ  
る研究）  き、肝臓艦移大腸癌に対する化事療法  

の事3相臨床試験のプロトコールを作成  
し、臨床拭麟を開始することができた。さ  
らに、治糠指針作成にあたっての  
○Vidonc●を捷供することができた．   

できた。  
成人丁稚堰性白血ホ  16  18   
（ATL）をモデルとした  発症では、HTLV－Ⅰキャリアドナーから   

ウイルス¢染関連が  推遺研究  、 

んに対する手折的治  。 

療法の開発（書手筐  、 

師・協力書活用に暮す  より増札がコントロールされているHTし∨  治★法と期博されるが、その事効性の分  た．今後、症例の雷積により適応よ準と  痍上の治療法開発という観点からも行  檀供できるものと雷えられる。   
る研究）  －1感染細胞クローンが移檀という免疫  数的に必暮なものである，   

抑附状態こよってレシピエント体内で短  
期間に幕性化したことを明らかにした．  
また移穐症例のHTLV－】プロウイルス解  
析によって加膚伝子を発現できない叫  
合に書舞が起こり、宿主免疫のT■Xに対  
する勅書を示唆する所見が得られた。   

用欄壕  
各檀下層血痘 の♯尿ホ性心血t病  16  18  ←こミ り・ノ・・   施チームを■成し、両隣臨床賦♯部を  t椚の抑制を試みる全取研究に参加、  脈硬化掌会のrlむ脈硬化性疾■診療ガ  餃共同臨床研究の椎逢に実績を上げ  

遭よ予防勒集の総合    推進研究  た。   植済竹輪練山p■nModicino（じほう杜）に   
的♯肘（苦手医師・協  ワーク（Chib轟Univ●r＄ityClinical   まか、糟尿ホ・メタポリックシンドローム  の指導による「斬医師臨床研離間鷹に  絹鷹ほれた。また★隈■■書に対するホ   
力春着用に暮する研  R●き…r¢hNotwork）とユ携、内分泌・代  患者における事3せ代スタテンの檀別に  おける指導ガイドライン」  脂血症治績集の使用法が わが鴎の六   
究）  剛・毛年網の■M性を着かして、効果的  よる書効性の蓋■や、書齢♯尿ホ患書  （h比Pノ／www∫liph▼■Ojp／005h紬ルn工員i／k●  地医書手引書として定騨のある「今日の  

にヰ床研究を遮行する体制を檀立した。  の合併嘘と腿知機能との朋遵に斬知見  治療指針2007（藍攣暮睨＝に反映され  
を≠たh   た。  

息†重心不全とその鵬  16  18  Pl床研究  野々木 宏  本研究で惰築したシステムによるデータ   腋外心停止の救命率向上のため  鵬甘圧迫のみの■純化した群生法の効  睨外心胃止耶同き豊野における入力シ  モバイルテレメディシンによリ12研場  2  12  28  0  40  u  0  0  10   
遽痍tに対するより効    基盤毛傭  た．               牛後」                                 ベースは、過去8年間で約4万件と国際  の蘇生教▼・救命tk向上のための  景を明らかにし、四静的に注巨され、王  ステムとデータマネジメントを－↑して解  心t図、動圃事を救急事－ホ陳Ⅶ伝送   
果的かつ効辛的な治  推進研究  欄埠のウツタイン様式を用いた痩攣研究  キャンペーンを機械して実施し、市民の  こ市民向けトレーニンケシステムを叩集  析可能なt理システムの構集を行い、  可能なシステムの実施試験を軽て地繊   
♯讐の碓立に附する  として世界貴大規模のものであり、せ界  ♯準化し汎用性のあるものとした。  における実用化を檎附し、公開講座によ  
臨床研究一院外心鐸  の撤1匿薇の集農に暮するエビデンス  リ嶋遭発表を行った。蘭島型心肺蘇生  
止書の救命事向上に  を提供し得た。苦手研究曹に四静的に  法によるホ腎会にⅦする市民公開講座  
対する邑動体外式除  通用する暮成をなしえた。   を開催した。   
細動静を用いた心肺 エ  
蘇生法の暮及とビデ  
ンス確立のためウツタ  
イン様式を用いた大規  
穐臨床研究－  
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